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＊本書では基本的に雑誌掲載当時の記事表記に準じるようにしています。そのため、「本誌」＝『月刊モデルグラ
フィックス』の略となっています。また、記事中にあるマテリアルやキットに関する表記は掲載当時のものになっ
ているため、現在は名称が変更になっていたり価格が改訂されていたり販売が停止されていたりする場合がありま
す。なお、本書掲載の作例ではタバコスポンサーロゴを再現していますが、キットにはデカールは付属しません
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　「クルマ模型ってめんどくさそう」、そんなふうに思
って敬遠している方が多くいるようです。模型雑誌に
掲載されている作例はとてもキレイでカッコいい、で
も自分にはムリ、だってめんどくさそうだし……そん
なアナタにこそ読んでほしいのが本書です。
　まず問いたいのですが、クルマ模型の製作はめんど
くさいのか？　ハイ、たしかにめんどくさいです。で
もそれを言うなら、プラモデルの製作はどのジャンル
でもめんどくさいといえばめんどくさいものです。だ
って、わざわざパーツ状態のものを買ってきて自分で
組み立て塗るわけですから。完成品のミニカーを買っ
てきて飾るのと比べれば「めんどくさい」に決まって
います。ではなぜとくに「クルマ模型は」というふう
に思ってしまうかというと、それはクルマ模型の製作
作業は、慣れていないモデラーにとっては難しいから。
そう、「めんどくさそう」と思ってしまう原因は、「キ
レイに仕上げるのが難しい」からなのです。
　クルマ模型完成品は、全面デカール仕上げや研ぎ出
し、金属質感やカーボン地の表現など、クルマ模型に
特有なテクニックの集合体。やったことのないモデラ
ーにとっては難しくてめんどくさいものに見えるでし
ょう。たしかにクルマ模型ではほかのジャンルに比べ
ると高い水準の工作や塗装技術が要求されます。でも、
難しいのはあくまでテクニック。適切な工具を使い理

にかなった工作法を身につければできるようになりま
す。たしかに本書に掲載されているような美麗な完成
品を一朝一夕に作ることはできないかもしれません。
でも、本書をじっくりとお読みいただけば、美麗な完
成品がひとつひとつ緻密に積み上げられたテクニック
の集積体であることがおわかりいただけるはずです。
　クルマ模型は、とにかく完成後にアラが目立ちやす
いものです。キレイに仕上げるためには、できるだけ
失敗をしないような段取りとテクニックが必要。都市
伝説的に言われる「カーモデラーは真っ裸で塗装する」
なんていうのも、「塗装時に塗膜にホコリがついてしま
うのをできうる限り減らす」工夫なわけです。でも、
作っているのは人間なのでどうしても失敗してしまう
こともあります。「これだけキレイに作れるのは失敗し
ないからなんだろう」と思われるかもしれませんが、
実際にはそんなことはありません。どんな達人でも失
敗はします。達人が美麗な完成品を作れるのは、まず
できるだけ失敗することを想定して工夫しているから、
そして失敗したあとのリカバリーが的確だからです。
本書では、そんな達人ならではのリカバリー術につい
ても深く紹介しています。アナタも本書を読んで、「め
んどくさい」の先にあるクルマ模型の醍醐味を味わっ
てみてください。難しいからこそおもしろく、完成後
の達成感に浸れる、それがクルマ模型のよさです。 ■

いろいろある模型ジャンルのなかでも敬遠
されがちなクルマ模型。「なんだかめんど
くさそう」と思ったそこのアナタにこそ、
読んでほしいのが本書です。

文／森慎二
クルマ模型って
何がめんどくさいの？
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　失敗することはよくあっても塗り直しまでやることはあまりないんです
が、じつはこれ、まるごと塗り直しをしています。最初は白の上にマスキ
ングをして青を塗り分け、その上にデカールを貼ったんです。でもそうす
ると、塗り分けの境界には塗膜の段差ができますよね。その段差がデカー
ルのゴールドのラインのところにきて、下地の凸凹がラインのところです
ごい目立っちゃった。金属色を塗ったところって下地表面の凸凹がすごい
目立ちますよね、それと同じです。どうにも修整できなかったので一回デ
カールごと塗料をすべて剥がしてしまいました。そして今度は、全体に白
を塗ってそのまま先にデカールを貼りました。それをクリアーコートして
からマスキングで青を塗り分けています。ロスマンズカラーなどによくあ
る、色分けのところにストライプが入るカラーリングのデカールはやっか
いなことが多いですね。先に白と青を塗り分けて、クリアーコート→研ぎ
出しをして段差をなくしてからデカールを貼ってもよいのですけれど、一
回研ぎ出しの作業を挟むのは手間的に……という判断でした。

　このLC2は、フロントタイヤ上のルーバー状のエアーアウトレットが難物で
した。かなり凸凹しているのでデカールが浮きまくり。ヒートガンを使って濡
らした筆でていねいに押しつけて……というのをひたすらやるんですが、それ
でもうまくいかない。これくらい出っ張っているとぜんぜんきれいに密着しま
せん。そこをムリヤリ軟化剤で密着させるとデカールの柄が崩れますので、塗
料でタッチアップして修整ということになります。普通そういう場合はマスキ
ングをしてエアブラシでタッチアップをするのですが、このようなルーバー状
のところだとマスキングテープがすべてきっちり密着するように貼れません。
エアブラシで塗装すると密着していないところから塗料がもれるんです。なの
で、がんばって筆塗りでタッチアップしました。ストライプのラインを手描き
できれいに揃えるのはとても難しいですね。GTや耐久系のマシンはこういうル
ーバーがあることが多いですけれど、デカール貼り的には最難関かもしれない。
平面に凹みがあるところはまだいいんです。出っ張ったところは本当に難しい。
ここのように小さな凸部が連続しているのは最悪です。

色の境目にあるストライプ、
じつはかなりやっかいなんです

レーシングカーにつきものの
ルーバー状ディテールは超難物

まずは達人の腕前を知るべく 、超高難易度デカール貼り作例を解説。

●本誌'19年5月号掲載。オペル マ
ンタ400 GR.B サンレモラリー 
1983 ベルキット 1/24 インジェ
クションプラスチックキット。読者
持ち込み扱いとして掲載された作例
で、REJIモデルのデカールを使用
してキットから仕様変更されている

●本誌'21年3月号掲載。'86年の
WEC シルバーストーンに出走した
ランチアLC２の後期仕様の1/24 
モデル。タミヤの1/24電動RC（タ
ムテック）用スペアボディーとモデ
ラーズの1/24レジンキャストキッ
トをムリヤリ合体して作るという力
技で製作されている

具体的なノウハウを解説するまえに、まず高橋氏のデカール貼りの技のレベルをおわかりいただけるよう、過去作の「デカール貼
りの難易度が高かったモデル」を抜粋して解説してもらいました。端から見ると「苦労したような跡もなくきれいに貼れてますね」
というふうに見えるかもしれませんが、この4台はそれぞれ相当な難物。達人のデカール貼りの技が込められているのです
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　まずストライプのデカールを貼って上にミクさんのデカールを重ねたら、
顔のところが思いっきり透けちゃったんです。顔色も悪くなって。それで
デカールを貼った上からミクさんのところだけ白で塗り分けてデカールを
貼ってみたんですが、白は隠蔽力が低いので塗膜の段差がかなりできます。
そのうえにさらにデカールを貼ったのですごい段差になりました。しょう
がないのでそのままクリアーコートして研ぎ出しましたが、たいへん労力
がかかりました。それで、同じクルマの別のラウンド仕様（この作例）を
もう一度作るときにやり方を変えたんです。まず白を塗ったら先にミクさ
んのデカールを貼ってしまいます。そこでいったんクリアーコート。その
上にミクさんの形に切り出したマスキングテープを貼り、さらにそのうえ
にストライプデカールを貼ります。そしてマスキングテープをガイドにミ
クさんの形にストライプデカールを切り抜きました。ミクさんのところだ
け分厚くなって段差ができないように何度もやってみて辿り着いた手順で
すが、改めて説明してみるとかなりややこしいですね（笑）

　キット同梱のデカールは発色が納得いかなかったのでサードパーティの市販
デカールを使ったんですが、厚めでクリアー耐性の低いデカールだったので、
ボディー形状になじんでくれずいろんなところが破れまくりました。この仕様
のデルタって単純なようで意外と凸凹が多いデザイン。エンジンが大きくなっ
た都合でバルジがボーンと張り出していたりタイヤを収めるためのオーバーフ
ェンダーが複雑な曲面だったり……初期のシンプルだったころと比べると全然
別のクルマと言っていいくらい複雑な形です。軟化剤を使ってなじませるにし
ても、溶けてくるともう動かせないし触ることすらできなくなって、どうしよ
うもなくなってしまう。なので、破れたところは泣きながら塗料でタッチアッ
プしています。もうタッチアップの嵐です。デカール部分は上から塗ったとこ
ろのほうが多いくらい。筆塗りでのマスキングは失敗が多いのでほぼマスキン
グしてエアブラシで塗り分けていますが、もう何度も何度も繰り返して……と
いうカンジで、ごまかしの塊だったりします。まあ、いま改めて見ると、正直
どこを直したか自分でもわからないくらい……なんとかなるもんです。

表面が凸凹すぎて全然なじまない
ときだってありますね……

キャラクターをより華やかに
映えさせる地味〜な労力

まずは達人の腕前を知るべく 、超高難易度デカール貼り作例を解説。

●ポルシェ911GT3R 初音ミク×
GSRポルシェRd.5仕様 フジミ　
1/24 インジェクションプラスチ
ックキット。今回特集で製作して
いるメルセデス AMG GT3と同じ
く全面デカール仕上げで、グラデー
ションのストライプとキャラクター
イラストが重なるという高難易度な
カラーリングになっている

●本誌'20年11月号掲載。「ランチ
ァ “スーパーデルタ” ［1992 WRC 
メイクス チャンピオン］」ハセガワ
1/24 インジェクションプラスチ
ックキット。'94年に発売されたベ
テランキットで、名車として以降も
再版され続けているが、いまのレベ
ルできれいに作ろうとするとかなり
大がかりな修整を要する難キット

ここに上げたのはデカール貼りの達人 高橋氏をも唸らせた
難易度が高いモデルたち。ポイントと技を解説してもらおう。
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■

デカール貼りの特集ということで今回お呼びしたのが、本誌ではおなじみの高橋浩二氏
数々の美麗なカーモデル完成品を作ってきた高橋氏が実際にキットを製作しているところを

取材させてもらうことになったのですが、一般的に言われるデカール貼りのセオリーとは違う
「筆で貼る」「ヒートガンでなじませる」「軟化剤はなるべく使わない」といった技法がつぎつぎと……
でも、よくよく話をうかがってみると、どの技法も合理的でリスクに配慮されていることがわかります

本特集では、そんな高橋氏のデカール貼りの技をできるかぎり詳しくお伝えしていきましょう

全面デカールの
クルマも怖くない、達人の
デカール貼りの技とは？

高橋氏
製作の美麗なる

全面デカール作例
どうやったら
こんなふうに

貼れる？
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特集ナビゲーター  高橋浩二（主にカーモデラー）

綿棒を使わない!?
綿棒を使わない!?

ヒートガン……??
?

ヒートガン……??
?

水にドボン!?水にドボン!?

研ぎ出しも解説！
研ぎ出しも解説！

たかはしこうじ／サラリーマン兼雑誌作例モデラー。
カーモデルやバイクモデルの作例を製作することが多
いが、それ以外のジャンルにも臆さず手を出すプラモ
デル全般が大好きなベテラン。模型製作のほかの趣味
は、4輪でのジムカーナや実車いじりで、本誌では編集

部にイジられることが多くふたつ名も多数。そんな高
橋氏が製作するカーモデルの印象は、ひと言でいうと
「端正かつ美麗」。自ら「理系思考」というとおり、合
理的な思考で蓄積した経験に基づく独自の技法で、ハ
イクオリティーなカーモデル完成品を生み出している

達人ならではのデカール貼りテクニック満載でお贈りします！達人ならではのデカール貼りテクニック満載でお贈りします！

テクニックはいろいろあるけれど、
いちばんの秘訣って聞かれたら……
時間があるときにしか貼らないこと!
え!? そんなのあたりまえ？
でも……ちゃんと１枚あたり最低で1時間目安で確保して、
時間をかけてデカール貼れてます？
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●シール

●水転写式デカール

●インレタ

透明シート

透明層（ニス）

透明シート柄の印刷

柄の印刷

柄の印刷
のり

のり

台紙

のり台紙

カット部

　

多
く
の
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
で
採
用
さ
れ
て
い
る

水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ル
と
比

べ
る
と
薄
く
て
柔
軟
性
が
あ
る
の
で
、
曲
面
や
凹

凸
に
な
じ
ま
せ
や
す
い
と
い
う
の
が
長
所
。
薄
い

の
で
ス
ケ
ー
ル
感
も
あ
ま
り
損
な
い
ま
せ
ん
。
い

い
こ
と
づ
く
め
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
薄
さ
と
柔

ら
か
さ
は
諸
刃
の
剣
。
同
時
に
水
転
写
式
デ
カ
ー

ル
の
最
大
の
弱
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
は
薄
く
て
柔
ら
か
い
ぶ
ん
、

一
般
的
な
シ
ー
ル
と
比
べ
る
と
破
れ
た
り
溶
け
た

り
し
や
す
い
で
す
。
も
の
に
も
よ
り
ま
す
が
、
デ

カ
ー
ル
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
の
先
で
少
し
つ
つ
い
た
程

度
で
穴
が
開
い
て
し
ま
い
ま
す
し
、
無
理
に
引
っ

張
る
と
簡
単
に
裂
け
ま
す
。
デ
カ
ー
ル
軟
化
剤
を

使
え
ば
パ
ー
ツ
の
凸
凹
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
一
歩
間
違
う
と
溶
け
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
ラ
ッ
カ
ー
系
塗
料
の
溶
剤
や
う
す

め
液
で
も
溶
け
る
の
で
、
デ
カ
ー
ル
の
上
に
塗
装

を
す
る
と
き
も
注
意
が
必
要
で
す
。
追
従
性
が
よ

く
ス
ケ
ー
ル
感
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
き
っ
ち
り
活
か
し
て
う
ま
く
使
う
た
め
に
は
、

取
り
扱
い
に
対
す
る
注
意
と
経
験
が
必
要
。
こ
の

よ
う
な
デ
カ
ー
ル
の
弱
点
を
ど
う
や
っ
て
の
り
越

え
る
か
が
、
完
成
品
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
た
め

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

弱
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
破
れ

た
り
溶
け
た
り
し
や
す
い
と
い
う
弱
点
が
も
っ
と

も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の
は
、
デ
カ
ー
ル
軟
化

剤
の
使
用
と
デ
カ
ー
ル
の
上
へ
の
ク
リ
ア
ー
コ
ー

ト
の
工
程
で
し
ょ
う
。
ど
う
す
れ
ば
デ
カ
ー
ル
軟

化
剤
の
使
用
を
最
小
限
に
で
き
る
か
、
ど
う
す
れ

ば
デ
カ
ー
ル
を
侵
さ
ず
に
ク
リ
ア
ー
コ
ー
ト
で
き

る
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
考
え
て

対
策
し
て
い
く
こ
と
が
と-

て
も
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
。
い
っ
て
し
ま
え
ば
デ
カ

ー
ル
貼
り
は
平
面
の
デ
カ
ー
ル
を
無
理
矢
理
立
体

の
パ
ー
ツ
の
形
に
変
形
さ
せ
る
作
業
。
部
分
的
に

破
れ
て
し
ま
う
の
は
い
た
し
か
た
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
リ
カ
バ
リ
ー
を

ど
う
す
る
か
、
そ
れ
も
必
須
の
ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

模
型
の
マ
ー
キ
ン
グ
は
た
い
て
い
シ
ー
ル
、
水

転
写
式
デ
カ
ー
ル
、
イ
ン
レ
タ
で
再
現
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ー
ル
の
長
所
は
と
に
か
く
手
軽
に
貼
れ
て
、

貼
っ
た
あ
と
も
比
較
的
丈
夫
な
と
こ
ろ
。
動
か
し

て
遊
ぶ
よ
う
な
模
型
は
シ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
多

い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
た
だ
し
、
厚
め
な
の
で

境
目
が
目
立
つ
の
と
曲
面
や
凹
凸
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
貼
り
に
く
い
で
す
。
水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
の

長
所
は
、
一
般
的
な
シ
ー
ル
よ
り
は
薄
い
の
で
曲

面
や
凹
凸
の
あ
る
と
こ
ろ
に
も
貼
れ
、
貼
っ
た
あ

と
に
ス
ケ
ー
ル
感
を
損
な
い
に
く
い
と
こ
ろ
。
そ

の
か
わ
り
強
度
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
貼
っ
た
ま

ま
だ
と
こ
す
れ
ば
剥
げ
ま
す
し
、
塗
料
の
溶
剤
や

う
す
め
液
に
も
弱
い
で
す
。
イ
ン
レ
タ
は
透
明
層

が
な
い
の
で
い
か
に
も
「
貼
り
ま
し
た
」
と
い
う

カ
ン
ジ
に
な
ら
な
い
の
が
長
所
で
す
が
、
透
明
層

が
な
い
の
で
気
を
つ
け
な
い
と
貼
る
と
き
に
ず
れ

ま
す
。
ま
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
表
現
が
苦
手
。

プ
ラ
モ
デ
ル
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
で
す
が
、
ス
ケ
ー
ル
モ

デ
ル
に
限
っ
て
い
え
ば
、
水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
が

コ
ス
ト
／
貼
り
や
す
さ
／
ス
ケ
ー
ル
感
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
、
多
く
の
キ
ッ
ト
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

なぜスケールモデルは
シールより水転写式デカールなの？

改めて問われると、はっきり
答えられないなあ……
薄いから？　貼りやすいから？

貼りはじめる前に

デカールの予備知識

高橋氏による実技講習のまえに、水転写式デカールの予備知識を整理
しておきます。水転写式デカールはうまく使えれば完成品の見映えを
グッと引き立ててくれますが、その取り扱いにはいろいろと注意が必
要。まずは構造や特性とその弱点、そしてどんな失敗が起こりうるの
かをきっちり把握したうえで、対策を練っていくようにします。

シール

▶
い
わ
ゆ
る
イ
ン
レ
タ
（
ド
ラ
イ
デ
カ
ー
ル
、
ク
ロ
マ
テ
ッ
ク
、
イ
ン
ト
な
ど
と

同
じ
）
は
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ
リ
ン
グ
」
の
略
で
、
透
明
シ
ー
ト
越
し
に
こ
す

る
こ
と
で
印
刷
部
分
だ
け
が
貼
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
透
明
層
が
な
い
の

で
柄
だ
け
を
く
っ
き
り
き
れ
い
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
気
を
つ
け
て
貼

ら
な
い
と
柄
ご
と
に
ず
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ベ
タ
印
刷
は
き
れ
い
に
刷
れ
ま

す
が
、
多
色
掛
け
合
わ
せ
の
イ
ラ
ス
ト
や
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す

▶
一
般
的
な
水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
は
、
文
字
な
ど
の
柄
を
印
刷
し
た
あ
と
に
、
柄

部
分
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
透
明
層
（
ニ
ス
）
を
重
ね
て
印
刷
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
透
明
層
は
薄
く
て
柔
軟
性
が
あ
り
透
明
層
の
フ
チ
は
比
較
的
な
だ

ら
か
。
も
と
も
と
柔
軟
性
が
あ
る
の
で
あ
る
程
度
の
凹
凸
に
は
そ
も
ま
ま
で
も
な

じ
み
、
軟
化
剤
を
使
え
ば
さ
ら
に
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

薄
く
て
柔
軟
な
の
で
、
そ
の
ぶ
ん
破
れ
た
り
溶
け
た
り
し
や
す
い
の
が
弱
点

▶
こ
こ
で
は
、水
を
使
わ
ず
に
台
紙
か
ら
剥
が
し
て
そ
の
ま
ま
貼
れ
る
も
の
を「
シ

ー
ル
」
と
し
ま
す
が
、
一
般
的
な
シ
ー
ル
は
素
材
が
厚
め
で
、
刃
物
や
レ
ー
ザ
ー

な
ど
で
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
フ
チ
の
角
が
立
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

手
軽
に
貼
れ
ま
す
が
、
厚
い
の
で
透
明
層
が
目
立
ち
、
曲
面
や
凹
凸
に
は
な
じ
ま

せ
に
く
い
で
す
。
い
か
に
も
「
貼
り
ま
し
た
」
と
い
う
カ
ン
ジ
に
な
る
の
で
、
ス

ケ
ー
ル
感
を
重
視
す
る
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
で
は
あ
ま
り
採
用
さ
れ
ま
せ
ん

デカールインレタ

▶シールと水転写式デカール、イン
レタでは構造がまったく違うので、
貼り方や特性も異なっています。ポ
イントは透明層（ニス）／透明シー
トの位置と使われ方。どの方式も透
明なもので柄（がら）の印刷がバラ
バラにならないようにしていますが、
その素材や作り方、最終的に除去す
るかしないかが大きな違い。厚すぎ
る透明層はいやだけれど透明層がな
いとバラバラで貼りにくい、その中
間を採ったのが水転写式デカールで
す。なお右図は一般的な例で、水転
写式デカールでも透明層を機械的に
カットしているものや、水をつけて
貼ってから台紙を剥がす、いわゆる
「剥離デカール」などもあります

まったく異なる
シール、デカール、
インレタの構造

水転写式デカールを使う
メリットと弱点ってなんだろう

取材協力／サンコーマーク
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下地
クリアー塗料

デカール

　

デ
カ
ー
ル
貼
り
は
失
敗
の
宝
庫
。「
破
れ
た
」「
溶

け
た
」「
パ
ー
ツ
か
ら
浮
い
て
し
ま
っ
た
」「
位
置
が

ず
れ
た
」「
透
け
た
」「
シ
ル
バ
リ
ン
グ
し
て
し
ま
っ

た
」
…
…
と
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン

の
失
敗
が
起
き
ま
す
。
と
く
に
今
回
の
特
集
の
題

材
の
よ
う
に
全
面
デ
カ
ー
ル
再
現
の
キ
ッ
ト
は
デ

カ
ー
ル
の
数
が
多
い
の
で
、
い
や
が
お
う
に
も
凹

凸
の
上
に
貼
っ
た
り
デ
カ
ー
ル
同
士
が
重
な
っ
た

り
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ぶ
ん
失
敗
す
る
可
能

性
も
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
な
る
べ

く
失
敗
し
に
く
く
す
る
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
配

慮
も
重
要
で
す
。
で
も
最
後
ま
で
「
ま
っ
た
く
失

敗
し
な
い
」
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
失

敗
を
予
防
し
つ
つ
、
失
敗
し
た
ら
リ
カ
バ
リ
ー
を

す
る
、
こ
れ
が
ク
ル
マ
模
型
を
う
ま
く
作
る
も
っ

と
も
大
事
な
秘
訣
で
す
。
リ
カ
バ
リ
ー
は
失
敗
箇

所
や
失
敗
の
種
類
に
よ
っ
て
作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
対
処
法
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
典

型
的
な
デ
カ
ー
ル
貼
り
の
失
敗
パ
タ
ー
ン
を
し
っ

か
り
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

水
転
写
式
デ
カ
ー
ル
は
薄
い
の
で
貼
り
っ
ぱ
な

し
で
も
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ル
よ
り
は
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
よ
く
見
る
と
フ
チ
の
段
差
や
塗
装

面
と
の
ツ
ヤ
感
の
違
い
が
目
に
つ
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
よ
り
均
一
で
き
れ
い
な
ツ
ヤ
を
出
す
た
め
に

行
な
わ
れ
る
の
が
「
研
ぎ
出
し
」。
デ
カ
ー
ル
を
貼

っ
た
上
か
ら
ク
リ
ア
ー
塗
料
で
コ
ー
ト
し
、
塗
膜

を
デ
カ
ー
ル
の
段
差
ぶ
ん
削
っ
て
磨
く
こ
と
で
、

デ
カ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
段
差
が
で
き
な
い
（
見
え

な
い
）
よ
う
に
す
る
と
い
う
技
法
で
す
。
厳
密
に

い
え
ば
デ
カ
ー
ル
貼
り
で
は
な
く
塗
装
と
磨
き
の

工
程
で
す
が
、
よ
り
デ
カ
ー
ル
を
映
え
さ
せ
る
、

カ
ー
モ
デ
ル
に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
し
て
、
本
特
集
で
は
デ
カ
ー
ル
貼
り
と
セ

ッ
ト
で
解
説
し
ま
す
。
研
ぎ
出
し
は
、
磨
き
上
げ

て
仕
上
げ
る
、
ク
リ
ア
ー
塗
装
で
仕
上
げ
る
な
ど

モ
デ
ラ
ー
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
高
橋
式
の
「
シ
ャ
バ
シ
ャ
バ
ク
リ

ア
ー
法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
工
程
上

の
注
意
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
き
ま
す
。

モデル製作／小田俊也

失敗！失敗！
◀▲左がよくある失敗例、右が今回の高橋氏の
作例。高橋氏の作例はまったく失敗がないよう
に見えますが、じつは失敗したうえでリカバリ
ーをしています。特集内ではリカバリーのテク
ニックについても解説していきましょう
▶デカールのシルバリングは見映えが悪くなる
だけでなく、クリアーコートでデカールが溶け
たりマスキングで剥がれる要因になります

きれい！きれい！

シルバリング位置が合わない

曲面や凹凸になじまない破れる、溶ける

●下地とデカールとのあいだに空気が入ってしま
い、デカールの透明層が白っぽく見えてしまうこ
とを「Silvering＝シルバリング」（反射すると銀
色っぽく見えるため）と言います。シルバリング
した箇所はデカールが浮いているので事故の原因
にもなりやすい要注意箇所。ポイントは、貼って
いる最中には大丈夫に見えても乾かすと起きる場
合が多々あることで、シルバリングしたらナイフ
の刃先で穴を開けて密着させて直すなどします

●キットのパーツは曲面だったり凹凸があったり
しますがデカールは平面。平面のものを延ばした
りして立体形状に合わせていきますが、デカール
の硬さやパーツ形状によってはなかなかなじんで
密着してくれません。そのまま浮いた状態にして
おくと、貼った当初はそれほど気にならなかった
りしますが、クリアー塗料を重ねたときに溶けた
り破れたりする危険性が大。また、スジ彫り部が
浮いているとスジ彫りが埋まってしまいます

●はじめは合わせたつもりなのに貼り終えてみた
らずれていた、あるいは何枚か貼っていったら位
置が合わなくなっていった、というようなことは
よくあります。1枚のデカールだけなら多少ずれて
もあまり気にならないこともありますが、複数枚
貼り合わせていく場合は、ずれると隙間ができた
り重なってしまって見映えが悪くなります。はじ
めの位置決めも重要ですが、デカールはのびたり
縮んだりもするので臨機応変に対処していきます

●凹凸のところになじまないときデカール軟化剤
を使いますが、デカールを溶剤で溶かしているの
でもろくなります。どんどん塗ってしまうとしま
いには溶けてぐずぐすになってそのデカールはも
はや修復不可能になるので、軟化剤を使いすぎな
い対策が必要です。ただ、平面のデカールをいわ
ばムリヤリ立体に貼っているので、一箇所も破れ
ずに完成ということはまずありません。破れたと
きの対処法をマスターすることも重要です

▶一般的によくやられる研ぎ出しの工程を模
式図で表すとこのようになります。デカール
の厚みより厚いクリアー塗料の層を作って、
デカールで盛り上がった部分が平滑になるよ
うに1500番〜の耐水性サンドペーパーで
削るところまではだいたいみなさん同じやり
方ですが、作る人や作られる車種によって変
わってくるのが、そのあとのツヤを復活させ
る工程。大きく分けると、右の図のようにそ
のまま磨いて仕上げる方法とクリアーを重ね
る方法があり、クリアーを重ねる場合も、仕
上げのクリアーを吹きっ放しにする、さらに
磨くなどに分かれます（上写真の小田氏の作
例は半ツヤクリアーを重ねて仕上げ）

▶デカール貼りっぱなしの状態。光の反射の具
合によってはデカールの透明層がとても目立っ
てしまいます。デカールの透明層だけをきれい
に切り取る、というテクニックもありますが、
総合的にかかる手間と仕上がりのよさを考える
と、圧倒的に研ぎ出しのほうがオススメです

◀研ぎ出しがうまくできるとデカールのフ
チの段差がなくなり、デカールとそれ以外
のところのツヤも揃うので、このようにと
てもきれいな反射になります。実車はバイ
ナル（ビニール）のカッティングシートを
貼りっ放しだったりするのであくまで模型
的表現ですが、スケール感と美麗さは研ぎ
出し仕上げが圧倒的に優れています

▲研ぎ出しでは、デカールの厚さよりクリアー層が厚くなるようクリア
ー塗料を塗るので、デカールを溶かさないようにするのが難所です。そ
してさらに、クリアー層の下のデカールや下地塗装を剥がないようにわ
ずかな段差ぶんだけを削ることになります。多分に体感と経験値がモノ
をいうテクニックなので、達人ならではのコツを詳しく紹介しましょう

デカール貼りでよくある
"失敗"をパターンごとに把握しよう

デカールが映える"研ぎ出し"は
いろいろなやり方がある。

貼りっぱなし貼りっぱなし
研ぎ出し後研ぎ出し後

段差を削る段差を削る クリアー塗料でコートクリアー塗料でコート

シルバリングシルバリング

➡➡浮いた浮いた

➡➡

破れた破れた
➡➡隙間ができた隙間ができた

➡➡

重なって透けた重なって透けた

➡➡溶けて歪んだ溶けて歪んだ

➡➡

スジ彫りが埋まったスジ彫りが埋まった

②クリアー塗料でコート

③クリアー塗膜の段差ぶんを削る

①デカールを貼る

そのまま磨いて仕上げ

さらにクリアーコート

●一般的な研ぎ出し工程の
概念図。高橋式ではこれと
は異なった手順でデカール
貼りと研ぎ出しをしていま
す。詳しくはP30で解説
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デカールワークの技を
                         伝授。

「デカール貼りの基本的な手順や軟化剤の種類なんかはわかっているつもりなんだけど、実
際に貼ってみるとなんだかうまくいかない……」そんな方、意外と多くないですか？　そ
こで今回はカーモデルの達人 高橋氏の実践的なデカールワークを張り付きで取材し、コツ
やポイントを解説していただくことにしました。高橋氏ならではの道具の使い方や、経験
に裏打ちされたリカバリーテクなどなど、デカール貼りの奥義を伝授しちゃいます！

こんなにうまく
デカール貼れないってば

貼り方のポイントを
詳しく教えてくれるって！
やってみようよ

達人カーモデラー
高橋浩二が

グッドスマイル 初音ミク グッドスマイル 初音ミク 
AMG 2017 SuperGT/GT300 AMG 2017 SuperGT/GT300 
「メルセデス AMG GT3」「メルセデス AMG GT3」
タミヤ 1/24 タミヤ 1/24 
インジェクションインジェクション
プラスチックキットプラスチックキット
発売中　込4730円発売中　込4730円
「グッドスマイル 初音ミク 「グッドスマイル 初音ミク 
AMG 2017 SuperGT AMG 2017 SuperGT 
Ver. 1/24scale用Ver. 1/24scale用
デカール」デカール」
発売中　税込3300円発売中　税込3300円
製作・解説／製作・解説／

高橋浩二高橋浩二
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デ
カ
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ル
を
き
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に
貼
る
コ
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あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
パ
ー
ツ
を
ツ
ル
ツ
ル
な
表

面
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
デ
カ
ー
ル

の
発
色
が
よ
く
な
る
よ
う
に
明
る
い
下
地
塗
装
色

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
今
回

の
作
例
の
よ
う
に
全
面
デ
カ
ー
ル
の
車
種
で
は
、

デ
カ
ー
ル
が
貼
り
重
ね
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
ど
う
い

う
順
番
で
ど
う
す
る
か
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
貼
り
は
じ
め
る
前
に
デ
カ
ー
ル
と
パ
ー

ツ
を
よ
く
眺
め
て
、
ど
こ
を
ど
う
い
う
下
地
色
で

塗
る
か
、
下
地
を
ツ
ヤ
あ
り
に
す
る
と
き
に
ザ
ラ

つ
き
そ
う
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
デ
カ
ー
ル
を
ど

の
順
で
貼
り
重
ね
る
か
、
重
な
る
と
こ
ろ
の
境
目

を
ど
う
処
理
す
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
す
。
デ
カ
ー
ル
は
い
っ
た
ん
貼
り
は
じ
め

る
と
や
り
直
し
が
き
か
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
計
画
を
練
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1234

56

①①②②

③③

④④⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

見
慣
れ
な
い
道
具
も
あ
る
ん
だ
け
ど
…
…
？

どういう手順で
作業を進めていくの？

筆で貼れるの？筆で貼れるの？

綿棒ではなく筆で綿棒ではなく筆で

ヒートガンって何？ヒートガンって何？

はじめる前にまずは全体的な工程をイメージすべし
①まずはデカールのレイアウトをよく確認してど
のように重ねるかを確認。今回だと、ボンネット
のピンクのストライプ＆ゼッケンとフロントフェ
ンダーエアアウトレット部のゼッケンがポイント
になりますので、どういう順でどう重ねて貼って
いくかシミュレーションしておきます
②サーフェイサーで表面を整えたあと発色をよく
するためホワイトをムラなく塗装します。ツルツ
ルの表面にしておくために、デカールを貼る前に
全体をクリアーでコートします
③ヒートガンで温め平筆でなじませるようにして

１枚ずつデカールを貼っていきます
④デカールを貼るときは、どこを起点に貼りはじ
めればシワくちゃにならず手間が減るかをよく考
えながら作業を進めましょう
⑤スジ彫りのところは、全体の貼り付けを終えて
からデザインナイフで切り込みを入れ、軟化剤＋
ヒートガンでデカールを柔らかくして凹部になじ
ませていくようにします
⑥デカールを貼り終えたらクリアーで全体をコー
ト。デカールの段差をなくしたいなら、クリアー
塗膜を削る研ぎ出しをします

▶デカールを軟化させるに
は、熱のほかに軟化剤を使
う方法もありますが、塗っ
たあとはしばらく触れず、
溶けすぎる事故も起きがち。
ですので、自分の場合は基
本的にヒートガンを使い、
軟化剤を使うのはなじまな
いときの最後の手段です

●あくまで私の場合ですが、綿棒
を使用すると、デカールが綿棒に
くっついたり、デカールの上で滑
らせたときにデカールが切れたり、
コロコロ転がしたらデカールが歪
んだりすることが多く、うまく制
御できず困っていました。これを
濡らした平筆に切り替えたところ
問題がほぼ解消しました。表面の
凸凹がきつく平筆ではデカールを
密着できない場合のみ綿棒を
使っています

①ヒートガン／デカールは温めると柔らかくなるので、パー
ツ表面の曲面にデカールを追従させるために使います
②デカール軟化剤、デカールのり／デカール軟化剤はパーツ
の表面形状が複雑で密着しにくいときの最後の切り札。なる
べく使わず使うときは要注意（グッドスマイルカンパニーの
GSRデカール軟着剤とGSRデカール剛力軟化剤を使用。後
者は現在市場在庫のみで、タミヤのマークフィット スーパ
ーハードが同様に使えます）。デカールのりは、のりが劣化
した古いデカールやどうしても密着しない場合に使います
③平筆／パーツとデカールのあいだに残る水を抜くときや、
デカールを曲面や凹凸になじますときに綿棒の代わりに使っ
ています。水分を吸い取ったり、逆に水分を足すときにも使
い、デカール貼り作業のほぼすべての場面で活躍します
④ピンセット／デカールを台紙ごと水につけるときや、引き

上げるとき、デカールをパーツに載せるときなど、繊細な作
業をするときに活躍する“第二の指”
⑤デザインナイフ／おもにデカール台紙を切るときに使いま
すが、場合によってはパーツ上でデカールを切ったり、デカ
ールの下の気泡を抜くために穴を開けたりするときにも使い
ます。常によく切れる刃に替えるようにしましょう
⑥深皿／デカールを浸ける水をためておく容れ物。最近は便
利な専用工具も市販されていますが、自分は子供の離乳食を
作るときに使っていた深皿を再利用しています。要は水がた
められればよいのですが、なるべく置いたときに安定する形
のものにましょう。ぶつかって水がこぼれると大惨事です
⑦キッチンペーパー／デカールの余分な水を吸い取ったり、
筆に含まれる水分を吸い取るときに使います。キッチンペー
パーはホコリや紙の粉がでにくいのがポイントです

▲塩ビの曲げ加工やシール剥がしなどいろんな用途に使
われるヒートガン。さまざまなタイプがありますが、こ
こで使っているものは200℃〜350℃の熱風が出る小
型のもの。ドライヤーより温度が高く風量が抑さえめな
のが特徴で2000円以下で買えます。自分がヒートガン
をメインに使う理由は、必要なときに必要な箇所だけに
すぐ熱風をあてられるから。通常のドライヤーと違いス
ポット的に熱をかけられ水分を飛ばしすぎません
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